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自己紹介

インターシステムズジャパン(株) セールスエンジニア

• 日本法人設立時から在籍している社員の1人(2003年～)

• 主に医療担当

• 新しいお客様への製品の紹介/新規プロジェクトの支援/各学会や標準化/その他何でも

FHIR🔥研究会 幹事

• 日本医療情報学会 課題研究会 FHIR🔥研究会 (fhir.jp)

• ユースケースの検討など

NeXEHRS研究会 HL7FHIR 日本国内実装検討WG SWG3 サブリーダ

• 日本医療情報学会 課題研究会 NeXEHRS研究会アンダーのFHIR WG(hl7fhir.jp)

• SWG3 Patient Administrationに関連したResource群の国内実装、拡張などを検討

http://www.fhir.jp/
http://www.hl7fhir.jp/
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設立

本社マサチューセッツ州 ヘルスケアITの世界的リーダー

設立以来40年以上継続的成長
1500社を超えるパートナー 無借金経営、株式非公開企業

インターシステムズ社について

1,500+  1,700+  40+



HL7 FHIRとは?

Web通信の一般的技術であるRESTを使用して、

可読性が高く取り扱いがし易いJSON/XML形式の

データの集合(＝リソース)をやり取りする

短期間で実装可能な医療情報交換標準規格

⇒現在の情報通信環境(モバイル・Web・クラウド…etc)に対応

Fast Healthcare Interoperability

Resources



HL7 FHIRとは (もう少し簡単に…)

1. テクノロジを決めている
1. 通信は(主に)RESTを使う(SNS等にも使われているWebの通信技術)

2. データの表現はJSONかXMLを使う

2. データの中身・内容・意味・仕様を決めている
1. データを交換したり、集めた後に正しく利用できるように

＝相互運用性(Interoperability)
この項目にはこういうデータをいれてください、という決まりを決める。

1. familyには漢字の姓をいれてください。

2. genderには male/female/other/unknownいずれかをいれてください。

3. 病名コードにはMEDISの病名マスタコードもいれてください。

JSON→ "family": "Chalmers" XML→ <family>Chalmers</family> 



FHIRの利点

1. HL7 version2 やCDAの正式な後継

2. 複数のパラダイムをサポート

• 様々な使用方法を想定して実装が進められている

3. IT業界標準（REST/JSON/XML/OAuth2）の技術を採用しており短期間で実装可能

• “医療IT業界標準”ではなく、一般の“IT業界標準”技術

• Webで検索したらすぐにサンプルや問題の解決策が入手できる！

4. 80%ルール＋拡張性の担保

• FHIRはシステムで使用されている80％の要素を定義している

• FHIRは80％のシステムで実際に使われている要素を定義している

• 足りないことがわかっているから利用しやすい拡張の仕方を考慮してある

http://www.healthintersections.com.au/?p=1924

http://www.healthintersections.com.au/?p=1924


FHIRの相互運用性：４つのパラダイム

①REST: Representational State Transfer

• HTTPの技術を最大限活用する、シンプルな設計方法

• 「何のリソースを」「どのように」操作するかをURIやHTTPメソッ
ドで操作(CRUD)し、JSON(やXML)の形式で結果を返す

②Messaging

• (複数の)システムで必要な(複数の)情報/リソースを交換する

• 電子カルテ⇔部門システム

③Documents

• 特定の医療情報のまとまりを定義する

• 退院サマリ/電子処方箋

④Services

• SOA(サービス指向アーキテクチャ)のIFとして、FHIRを利用

• 臨床意思決定支援システム(CDSS)の標準アクセスインターフェース
を定義する



FHIR Resources

様々な医療情報を「Resource」で表現

FHIR Release 4 のResource一覧 (https://www.hl7.org/fhir/resourcelist.html)

Resource : Patient

Metadata : versionId : 12

Narrative :

山田さんの患者情報です

Extension :

url :http://kanaName

valueString:”ヤマダ”

Elements :

name : 山田
birthdate : “1932-09-24”

N=Normative (十分に成熟)

以降のForward compatibility（前方互換
性）を保障

Maturity level : 成熟度

(値が大きいほど成熟度が高い)

https://www.hl7.org/fhir/resourcelist.html
http://kananame/


REST : Representational State Transfer

• リソースがURIで表現される http://myfhirserver/r4/Patient/12345

• 「何のリソースを」「どのように」操作するかをURIやHTTPメソッ
ドで操作(CRUD)し、JSON(やXML)の形式で結果を返す

• ステートレス：セッションなど状態を管理せず、必ずそのリクエスト
で処理が完結する

HTTPリクエスト
(GET/POST/PUT/DELETE)

処理結果 / データ
(JSON/XML)(HTTPステータスコード)

処理 HTTP
メソッド

CRUD操作

登録 POST CREATE

取得 GET READ

更新 PUT UPDATE

削除 DELETE DELETE



RESTクライアントでFHIRリソースを取得/検索する

GET [baseURL]/[Resource Name]/[logical Id]

Get http://localhost:52773/csp/healthshare/fhirserver/fhir/stu3/Patient/1

GET [baseURL]/[Resource Name]?Search Parameter=条件(&parameter=条件…)

Get http://localhost:52773/csp/healthshare/fhirserver/fhir/stu3/Patient?family=山田



Resource = ブロックのようなもの

Resourceを組み合わせて様々な医療情報を表現する。

シンプルなもの

(Resource単体

/Messaging)から

超複雑なもの

(Documents)まで

表現可能！



FHIR Messaging

Bundle Resourceを使用する

• Bundle : リソース集合のコンテナ役となるResource

• Messaging以外でもResourceの集合を表現するため
に、幅広く使われる

FHIR Messagingでは必ずMessageHeader

Resourceをもつ

今まではHL7v2でカバーされてきた領域

• 日本においてはベンダ独自仕様の通信が多い

Resource : Bundle
type : message

Resource : MessageHeader

id : “778…”

event : PatientLink

Resource : Patient

id : 12345

name : 山田

Resource : Patient

id : 67890

name : 山田

Resource

の集合

それぞれが

Resource



FHIR Documents

Composition Resourceを使用する

• Composition : FHIR Documentsを作成するための基
本構造で、特定の文書を表現するための一連の医療関
連情報(Resource)のセットを定義する。

他リソースへの参照が必要なケースが多いため、

Bundle内に含める形で利用する

今まではHL7v3/CDA等でカバーされてきた領域

• 日本においても紹介状/電子処方箋/退院サマリなどの
CDA標準が広まりつつある

• 日本ではサマリ情報としてHL7v2データの集積である
SS-MIX2も利用されている

Resource : Bundle
type : document

entry : composition/987

Resource : Composition

title : “Discharge Summary”

id : 987

date : 2013-01-12

subject : Patient/12345

encounter : Encounter/67890

Resource : Patient

id : 12345

name : 山田

Resource : Encounter

id : 67890

period :  1/10~2/21

Resource

の集合

R
e
fe

re
n
c
e

それぞれが

Resource



８０％ルール＋拡張(extension)で大丈夫？

自由に拡張するとどうなるか？

名前の「カナ」の拡張例を３つ

共通のルールが必要！



FHIR Profiles

実際の活用においては、基本Resourceだけでは、不十分

国/地域/グループ/アプリケーション等の 各レベルで、

Resource拡張/制約、利用するコードセット・用語の指

定を行い共有する = FHIR Profile

NHS(UK)のサイトで公開され

ているProfile例

各国の医療情報標準化

団体などが定義

https://simplifier.net/guide/profilingacademy/IntroductiontoFHIRandprofiling

https://simplifier.net/guide/profilingacademy/IntroductiontoFHIRandprofiling


Profile = Computable!

単なる仕様書(書類)ではなく、Profileもプログラムで処
理可能なResourceの一つとして表現される

StructureDefinition
• FHIR構造の定義

CapabilityStatement
• FHIR Serverが提供する機能の定義

ImplementationGuide,OperationDefinition etc

ご参考：
<Profile等の仕様に関する公式ページ>

http://hl7.org/fhir/conformance-module.html
<FHIR Profileについての解説サイト(SIMPLIFIER.NET提供)>

https://simplifier.net/guide/profilingacademy

Profileに関連したResources

http://hl7.org/fhir/conformance-module.html
https://simplifier.net/guide/profilingacademy


FHIRアプリケーション構成例

DBMS

FHIR

リポジトリ

FHIR Resourceを直接操作(CRUD)

REST/JSON

FHIR

API
REST/JSON REST/JSON

FHIR Profileに準じたアクセス FHIR Resourceを取得

FHIR

API
REST/JSON

FHIR Profileに準じたアクセス

DBMS/既存アプリからデータ取得し

FHIR Resourceへ変換(マッピング)

アプリサーバ

FHIRクライアント

アプリケーション



Implementation Support Module

http://hl7.org/fhir/implsupport-module.html

Open Source FHIR Implementation(Delphi,Rubyなども)

https://wiki.hl7.org/Open_Source_FHIR_implementations

http://hl7.org/fhir/implsupport-module.html
https://wiki.hl7.org/Open_Source_FHIR_implementations


HAPI-FHIR Library

CanadaのUHN(University Health Network)

が立ち上げたJavaベースのFHIR オープンソー

スライブラリ

https://hapifhir.io/より引用

https://hapifhir.io/


Using FHIR in persistent stores

http://hl7.org/fhir/storage.html

Standards Status : Informative なので情報量は少ないが、データベース/
永続ストアの実装仕様などが議論されている。

「アプリケーションは、FHIRによって定義されたリソースを、データベー
スまたは永続ストアにネイティブに保存することで使用できます。」

・JSON対応したSQLデータベース

・NoSQLデータベース

・RDFベースのデータストア

など

http://hl7.org/fhir/storage.html
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FHIR Support in IRIS for Health

1. FHIR Server (FHIR Resource リポジトリ)

• FHIR データを蓄積/管理する機能（テーブル定義含む）

• 妥当性検証 (DSTU2/STU3)

• FHIR REST API (Create/Read/Update/Delete)

2. FHIR Clientアプリケーション構築機能

• FHIR Client components

― FHIR RESTful requestの送受信

3. FHIR オブジェクトプログラミング

• FHIR resourcesのオブジェクトモデル

• FHIR transactionsのメッセージモデル

• FHIRとSDA間のデータ変換（DTL)

― SDA: Summary Document Architecture

• HL7v2等の標準からの変換

4. FHIRベースの新しいIHEプロファイルへの対応

FHIR Repository!
FHIR データを貯める！取り出す！

FHIR Programming!
FHIRリクエストを投げる！

FHIRメッセージを組み立てる！
FHIRをオブジェクトで操作する！

FHIR Transform!
HL7v2/CDA/FHIR 間の変換！

SDA

HL7v2

CDA

FHIR



FHIR ユースケースその１～New Application

既存のデータソース

(RDB/SS-MIX2など)FHIR Gateway

(FHIRへ変換)

FHIR Repository 

(FHIRをそのまま保存)

既存の通信FHIR

FHIR

新しい
スマートフォン
アプリケーション

新しい
Webビューワ

REST/JSONは特にモバイルアプリ

ケーション構築に適した技術！！



独自のビューワの場合・・・
A社のデータソース

(RDB/SS-MIX2など)

A社規格の通信

B社の
スマートフォン
アプリケーション

A社の
Webビューワ

B社規格の通信

B社のデータソース

(RDB/SS-MIX2など)

超えられない壁

＝異なるデータ構造、

異なる通信規格が原因



相互利用できる可能性/使いやすいビューワを選択/
構築したアプリケーションの移植性を高める

FHIR Repository 

(FHIRをそのまま保存)

既存の通信FHIR

FHIR

新しい
スマートフォン
アプリケーション

新しい
Webビューワ



SMART ON FHIR

https://apps.smarthealthit.org/

https://apps.smarthealthit.org/


FHIR ユースケースその2 ～FHIR Messaging
• 日本においては、電子カルテと部門シス

テムの連携は垂直統合＆独自プロトコル

形式がメイン

• 部門のリプレイス時には？

• 電子カルテのリプレイス時には？

FHIR

Messaging

Hub

• FHIR Messagingに対応したMessaging

Hubを導入してデータ連携機能を強化する

• 接続コストを抑える

• メッセージを可視化する

• FHIRリポジトリを構築する

• HL7v2、独自プロトコルと併用する



FHIR ユースケースその3 ～SS-MIX2からFHIRへ変換～

個人の健康情報を
スマホで見せたい…

健 康

FHIRならRESTで
取り出せるけど…

{
"resourceType": "Patient",
"address": [
{

"name": {
"family": "鈴木",
"given": [
"花子"

],
"text": "花子 鈴木"
},

MSH|^~¥&|HIS123|ABC病院|GW|RCV|20111220224447.3399
EVN||201112202100|||||SEND001
PID|0001||00000002||鈴木^花子^^^^^L^I~スズキ^ハナ
NK1|1|鈴木^花子^^^^^L^I~スズキ^ハナコ^^^^^L^P|SEL^
PV1|0001|G|32^302^1^^^N||||220^医師^一郎^^^^^^^L^^
DB1|1|PT||Y
OBX|1|NM|9N001000000000001^身長^JC10||167.8|cm^cm^
AL1|1|DA^薬剤アレルギー^HL70127|1^ペニシリン^99XYZ

SS-MIX2に溜まっている
データはある!
でもどうやってスマホで…？

SS-MIX2(HL7) 
取得Service

SS-MIX2(HL7)データを
FHIRに変換して

FHIRリポジトリに保存

DTL
SS-MIX2(HL7)⇒FHIR

REST Service

FHIRアプリケーション

RESTリクエスト

{

"resource": {

"resourceType": "Observation",

"code": {

"coding": [

{

"code": "8867-4"

}

],

"text": "脈拍"
},

"effectiveDateTime": "2019-05-11 07:03:01",

"subject": {

"reference": "Patient/1001"

},

"valueQuantity": {

"unit": "bpm",

"value": 75

FHIR形式データ

SS-MIX2標準ストレージ

MSH|^~¥&|HIS123|ABC病院|GW|RCV|20111220224447.3399
EVN||201112202100|||||SEND001
PID|0001||00000002||鈴木^花子^^^^^L^I~スズキ^ハナ
NK1|1|鈴木^花子^^^^^L^I~スズキ^ハナコ^^^^^L^P|SEL^
PV1|0001|G|32^302^1^^^N||||220^医師^一郎^^^^^^^L^^
DB1|1|PT||Y
OBX|1|NM|9N001000000000001^身長^JC10||167.8|cm^cm^
AL1|1|DA^薬剤アレルギー^HL70127|1^ペニシリン^99XYZ
IN1|1|67^国民健康保険退職者^JHSD0001|67999991|||||
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FHIR ユースケースその4
～FHIRから他の標準へ変換する(FHIRリソースからCDAを生成）

リクエストを受けた患者の
FHIRデータを組み立てて変換し

CDA文書を生成

FHIRデータの
組み立て

DTL
FHIR⇒SDA

XSLT変換
SDA⇒CDA

REST Service

将来を考えてFHIRで
データを蓄積してもいいけど…

{
"resourceType": "Patient",
"address": [
{

"name": {
"family": "鈴木",
"given": [
"花子"

],
"text": "花子 鈴木"
},

CDA CDA

現時点で求められる書類は
HL7v2やCDA、IHE・・・

{

"resource": {

"resourceType": "Observation",

"code": {

"coding": [

{

"code": "8867-4"

}

],

"text": "脈拍"
},

"effectiveDateTime": "2019-05-11 07:03:01",

"subject": {

"reference": "Patient/1001"

},

"valueQuantity": {

"unit": "bpm",

"value": 75
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FHIR in Japan

日本医療情報学会課題研究会 「FHIR🔥研究会」http://fhir.jp/

• 相互運用性を確保しつつ、医療現場のニーズに真に対応できるHL7 FHIRの実装、
活用を中心とした研究ならびに提案を行っています。

―FHIRを利用したユースケースについて検討し、FHIR Profileの作成を目指す

―地域医療連携システム等でFHIRを利用していくための要件について、既存の
規格との互換性を含め、検討する

―FHIRの事例に関する諸国事例調査等を行い報告する

―FHIRに関する勉強会・シンポジウム・セミナー等を開催する

→2019年医療情報学連合大会＠千葉にて、最初のシンポジウムを開催

http://www.fhir.jp/
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FHIR in Japan

日本医療情報学会課題研究会「NeXEHRS共通プラットフォーム研究会」
• 「次世代健康医療記録システム共通プラットフォーム課題研究会」https://nexehrs.jp/

• 発展目覚ましい新しい技術を柔軟に活用できる新たな健康医療記録のありかたを検討する。

• これまでの標準化基盤をベースにして、これらの技術にも対応していく新しい電子カルテシステムの共通プラットフォームを設計する。

• 来たるAI/IoT時代の次世代標準健康医療記録システムの基本コンセプト、共通プラットフォームのあり方、医療制度と法制度の課題も含めて
議論する。

•HL7 FHIR実装検討WG(作業班)の設立 https://hl7fhir.jp/

― 日本で実装を進める上で必要なExtensionやValue Setなどを頻用UseCaseごとに具体的に決定していき、その文書化を
進める作業を行う作業班

― 医療情報研究者/医療系ITベンダ/病院関係者 など様々な立場の方がボランティアで100名以上！参加

― 一定のMaturity Level以上のFHIR R4のリソースに対し、7つのサブワーキンググループに分かれて日本国内実装に必要
となる標準的な拡張・制約等を検討する

― SWG1:FHIR Infrastructure / SWG2:Diagnostics and Observation / SWG3:Patient Administration /
SWG4:Patient Care and Summary / SWG5:Pharmacy and Medication / SWG6:Vocabulary and Terminology /
SWG-SSMIX:FHIR Adapter for SS-MIX storage

― 日本HL7協会、FHIR🔥研究会と連携して実施される

https://nexehrs.jp/
https://hl7fhir.jp/
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HL7 FHIR実装検討WG
• Resourceベースのアプローチ
• Maturity Level >3 以上のResourceを6

つのサブワーキングに分け、各Resource
の日本向けProfileを検討する

JAMI FHIR🔥研究会
• ユースケースベースのアプローチ
• 医療の現場の実際の課題に対し、

FHIRが有効な解決策となるシナ
リオを検討し、実装を行う

FHIRを採用した実プロジェクト
• ユースケースベースのアプローチ
• 各医療機関、ベンダ等が進めるFHIRプ

ロジェクトやFHIRを採用したアプリ
ケーション

FHIR日本普及のための理想シナリオ？(個人的見解です)

日本版FHIR Profile
• 各Resourceの

StructureDefinition
• jp-core-patient etc

• 各ユースケースの
ImplementationGuide

各Resourceの日本版
FHIR Profileの公開

フィードバックを
受けて日本版FHIR 

Profileを改定

公開されたResource
の積極的な採用

• 公開されたResource定義を利用し
た上でのフィードバック

• 構築したFHIRアプリケーションの
ImplementationGuideを公開

後発ベンダもこ
の標準を活用

公開と共有が重要！！



FHIR in the UK ～Lesson from INTEROPen

INTEROPen (https://www.interopen.org/)

• 医療とソーシャルケア分野における相互運用性のためのオープンスタンダードの開発を加速させるために協力することで
合意した、医療ベンダー、標準化団体、医療提供者(病院など)、個人のオープンコラボレーション団体

• 活動内容

― 教育イベント

― CareConnect FHIR profilesおよびAPIの共同制作

― データ検証

― ハッカソン

― サービスへの標準の採用と、ガバナンス

ITベンダー

病院

NHS England

標準化推進
260の組織と

160のメンバー

様々な団体が一

つとなって標準

化推進を支える

https://www.interopen.org/about-us/

INTEROPen Board Representatives

https://www.interopen.org/
https://www.interopen.org/about-us/


FHIR in the United Kingdom

NHSはFHIRを大規模に採用しており、Care Connect Profile (STU3ベースのNHS FHIR

拡張)に基づくFHIR APIを実装したアプリケーション構築を多くのNHS Trustで進めてら

れている

• HL7 UK INTEROPen CareConnect FHIR Profiles https://fhir.hl7.org.uk/

• NHS FHIR APIs and XML Messaging https://developer.nhs.uk/apis/

InterSystems UK が関わっているプロジェクト例：

• EMS(Event Management Service) – 新生児/乳幼児の情報をPub/Subで共有するFHIR API

― https://nhsconnect.github.io/Digital-Child-Health-STU3/index.html

• GP Connect – GP(かかりつけ医）から患者データにアクセスするFHIR API

― https://nhsconnect.github.io/gpconnect/index.html

• Transfer of Care(ToC) – 構造化/非構造化された退院情報を送信するFHIR API

― https://digital.nhs.uk/services/interoperability-toolkit/developer-resources/transfer-of-
care-specification-versions

https://fhir.hl7.org.uk/
https://developer.nhs.uk/apis/
https://nhsconnect.github.io/Digital-Child-Health-STU3/index.html
https://nhsconnect.github.io/gpconnect/index.html
https://digital.nhs.uk/services/interoperability-toolkit/developer-resources/transfer-of-care-specification-versions


EMS (Event Management Service)

NHS EnglandとHealthier Lancashire & South Cumbriaの二つの組織に対して、Local

Event Management Service(LEMS)を提供

• LEMS ⇔ National Event Management Serviceもある

LEMSの最初のサービスは、0～5歳児の子供向けのNHS Healthy Children Programの実装

• 3地域内7万人の母子診療情報登録と交換が目的

FHIRベースのメッセージ交換のためにPublish/Subscribeモデルのアーキテクチャ採用

• InterSystems IRIS for HealthをPublisher/Subscribler、FHIRイベント配信管理に使用

Phase1では新生児/小児関連の37のイベント情報がサポートされる

• 誕生通知/スクリーニング検査結果/新生児・乳幼児定期健診結果/予防接種受診記録

Phase2+ ではがん・糖尿病・終末期医療・COPDなど他の領域にも展開予定



誕生時の情報

身体検査 新生児聴覚検査

身体検査

予防接種歴管理

血液スポット検査
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HL7® FHIR® DEVDAYS 2018 @ AMSTERDAM

• HL7® FHIR® に関連する3日間の

イベント

• 45名のスピーカーによる、90以上

のセッション

• 28か国 120組織 360人以上が参加
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DEVDAYS cont.

MLとFHIR

• GoogleのAIエンジニアからの講演、TensorFlowの
データインプットにFHIRを活用

CDS HooksとFHIR

• EMR/EHR ⇔CDS(Clinical Decision Support)シス
テムとのIFをREST/JSONベースで規定して共有化

GraphQLとFHIR

• RESTだけでなく、GraphQLにも対応の予定あり

FHIR Profiling/DICOMとFHIR/R on FHIR/   

FHIR Security/Searching FHIR 

Resources/RedCAP&FHIR/etc etc

Youtubeで「FHIR DevDays」で検索！
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FHIR DEVDAYS 2019@US

InterSystems PULSE Blog : 「FHIR DevDays 2019を振り返って」

• Patrick W. Jamieson (InterSystems Corp. / IRIS for Health Product Manager)

• https://www.intersystems.com/jp-pulse-blog/reflections-from-fhir-dev-days-2019/

TOPIC

FHIR成長への2つの貢献

• 成熟度が進んでいること：次期リリース “R5”(2020年10月頃予定) では25～30のリソースが
Normativeになる可能性がある。

• 連邦政府の強力な後押し

新しい技術の紹介 : Forge(Profile作成ツール) / FHIRPath / Bulk FHIR

https://www.intersystems.com/jp-pulse-blog/reflections-from-fhir-dev-days-2019/


ご清聴ありがとう
ございました。


